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０．はじめに
　本稿は、「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の一部として、心を動かされることを表す漢語サ変
動詞の分析を試みる1）。できるだけ多くの例を分析するために、筆者が毎日新聞と契約している「毎日新聞
記事データ集」を使うことにする。
１．「感動（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「感動」を「物事に（特別な意味や価値を感じて）強
く心を動かされること」と記述している2）。「演説」が心を動かし（感動させ）、「演説」に心を動かされる（感
動する）。
　　（1）　英国の保守党は優秀な人材を出身地と無関係な場所で選挙活動させることがある。知らない土地
に行けば、自分の演説がすべて。簡単に当選するほど甘くはありませんが、どうすれば聴衆を感動
させることができるかを常に考え、言葉を大切にする政治家になる。
 （毎日新聞 1998 年 10 月 30 日）
　　（2）　1971 年の韓国大統領選に出馬した金大中氏の演説に感動し、韓国の民主化運動に身を投じた大阪
市生野区中川西、大阪経法大講師、梁官洙さん（48）は、感慨深げに懇談会の席についた。大学除
籍や投獄など弾圧にあった自らの青春と金大統領の苦難の道のりが重なって、脳裏をかすめた。
 （毎日新聞 1998 年 10 月 10 日）
（2）では、こと（「演説」）がニ格で標示されている。
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　　（3）　「われわれ“本の虫”にとっては掘り出し物に会えるのがうれしいし、あらゆる職種の人が身を挺
して書いていることに感動します」と、関東地区の事務局長、阿部幾応さんは「本の渡り鳥」の魅
力について話している。 （毎日新聞 1993 年 11 月 1 日）
　　（4）　会には約 200 人が集まり、幸子さんは「去年 52 年ぶりにリトアニアを訪問しました。街は昔と同
じたたずまいで、国民が国造りに努力しているのに感動しました。日本の敗戦後と同じ状況なので、
援助の手を差し伸べてあげたい」とあいさつ。 （毎日新聞 1993 年 9 月 21 日）
（3）、（4）では、ことが名詞節で表されている（（3）では「こと」、（4）では「の」が使われている）。（2）
～（4）に対し、（5）、（6）では、もの（「宝物」）、人（「ファン」）がニ格で標示されている。
　　（5）　奈良に来て、奈良国立博物館で開かれていた正倉院展の宝物に感動した。「中国は戦乱が多くて古
い建物が残っていない。だから、正倉院のように建物内に保管された宝物が少ない。地下からの出
土品がほとんどです」という。「琵琶や織物類が素晴らしかった」。 （毎日新聞 1998 年 11 月 12 日）
　　（6）　入幕 3 場所目で横綱初挑戦の若の里。敗れたが自分の相撲を取り切った。頭で当たり、突っ張り
で若乃花を土俵際まで追い込むシーンには、場内が騒然となった。若の里は「負けてもともと」とあっ
さりしたもので、むしろ「歓声がすごい」と好取組を喜ぶファンに感動していた。一方、新鋭の挑
戦を受けた若乃花は「思い切りがよく、素晴らしい攻めだった。将来性がある」とたたえていた。
 （毎日新聞 1998 年 9 月 21 日）
少し違和感を覚えるが、大いに感動した場合は、「大感動（する）」が使われるようである。
　　（7）　加藤は「改めて台本を読み直して大感動してしまい、12 年ぶりの上演を決めました。前回表現し
きれなかったことにも挑戦してみたくなり、キャストも演出も一新して、新たな『レンド・ミー・
ア・テナー』を作り上げるつもりで情熱を傾けました」と話している。
 （毎日新聞 2008 年 6 月 19 日）
２．「感激（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「感激」を「人の言動や物事に心を打たれ、感情が高
まること」と記述している。「すべての責任は私がとるから思う存分捜査してほしい」という言葉が心を打
ち（感激させ）、「演説」に心を打たれる（感激する）。
　　（8）　布施さんは無口だが、部下の信望は厚かった。2 月の強制捜査前に検察幹部を集めて、「すべての
責任は私がとるから思う存分捜査してほしい」と語り、現場を感激させた。
 （毎日新聞 1998 年 11 月 16 日）
　　（9）　3 度目の今回、初めて何の不安もなく、向かい合うことができた。梁さんは「私の青春はすべて、
この 27 年間にあった。時は流れたが、成熟した演説に感激した。やっと世界に誇れる指導者を持て
てうれしい」とまぶしそうに大統領を見つめた。 （毎日新聞 1998 年 10 月 10 日）
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（9）では、こと（「演説」）がニ格で標示されている。
　　（10）　藤野幸弥さんは、横浜市内の神奈川県農業共済連に勤めている。「江主席はじめ、中国の人たち
が祖父のことを心の中で大事に思ってくれることに感激しています」と主席との面会を喜んだ。
 （毎日新聞 1998 年 11 月 29 日）
　　（11）　寒さはこれからが本番。寒冷地の生まれですが、冬は大の苦手。ですから、出勤途中見かけたウ
メのつぼみがふくらみ、サクラも心もち大きくなっていたのには感激しました。
 （毎日新聞 1993 年 1 月 15 日）
（10）、（11）では、ことが名詞節で表されている（（10）では「こと」、（11）では「の」が使われている）。（9）
～（11）に対し、（12）、（13）では、もの（「大仏」）、人（「女の子」）がニ格で標示されている。
　　（12）　日本は仏教国と聞いていたが、幼児のころから寺まいりを欠かさなかったミンさんから見れば、
彼我の違いは大きい。仏への帰依の深さは異国に暮らしても変わらず、鎌倉の大仏に感激し、ビル
マ人僧りょがいると聞いて、北九州市門司の平和パゴダ僧院まで参拝に出掛けた。
 （毎日新聞 1993 年 2 月 26 日）
　　（13）　「例のブツです、って送ってくれた女の子にも感激しました。若い子らも世界のことを一生懸命
考えてるんです。光 GENJI やマイケル・ジャクソンのファンクラブからも来ました」。
 （毎日新聞 1993 年 2 月 5 日）
（13）の文章の書き手は、「女の子」に感激しているが、（14）の「ベッカム選手」は、「記者団」に感激して
いるわけではない。「記者団」は、「ベッカム選手」の言葉（「好きなサッカーをやって勲章をもらえたのだ
から最高にうれしい」）が向かう先である。
　　（14）　ベッカム選手によると、女王から「サッカーの試合に出場するための移動が大変でしょう」と話
しかけられ、「大丈夫です」と答えたという。同選手は記者団に「好きなサッカーをやって勲章を
もらえたのだから最高にうれしい」と感激していた。 （毎日新聞 2003 年 11 月 28 日）
大いに感激した場合は、「大感激（する）」が使われる。
　　（15）　左手だけで投げて、捕る。あの神業のようなアボット投手のプレーに驚いた人も多いはず。ノー
ヒット・ノーラン達成に改めて大感激しました。米大リーグで今シーズン 2 人目、日本では今年は
まだ。結果でしか評価されないプロスポーツ界だけに、不屈の強い生き方が一層際立ち、生き様を
考えさせられます。 （毎日新聞 1993 年 9 月 7 日）
３．「感銘（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「感銘」を「忘れられないほど深く心に感じること」
と記述している。
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　　（16）　インドネシアのアラタス外相は「演説には非常に感銘した」と評価。タイのスリン外相も「雄弁
で、国際状況もよく理解しているようだ」と合格点をつけた。 （毎日新聞 1998 年 7 月 25 日）
（16）では、こと（「演説」）がニ格で標示されているが 3）、（17）では、もの（「仏像」）がニ格で標示されて
いる。
　　（17）　続く部屋には、98 年に初来日したニキが京都で見た仏像に感銘して制作した巨大な立体作品
《ブッダ》、さらに次の部屋には「射撃絵画」の名で知られる初期の傑作が紹介されている。
 （毎日新聞 2003 年 11 月 30 日）
「感銘（する）」は、手持ちの例が少なく、十分に分析できていない。
４．「感心（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「感心」を「すぐれている、立派であるとして心を動
かされること」と記述している。
　　（18）　「オフトイズム」は急がば回れの考えで、悪循環を断った。基本の徹底に時間はかかるが、いっ
たん勝つことで結果が出れば自信につながる。「代表のベースラインは今までのチームよりも上がっ
ている」。W 杯メキシコ大会予選で主将を務めた加藤久も後輩たちの成長に感心する。
 （毎日新聞 1993 年 3 月 29 日）
（18）では、こと（「成長」）がニ格で標示されているが4）、（19）、（20）では、もの（「料理」）、人（「松井」）
がニ格で標示されている。
　　（19）　話を聞くと、社内関係者がよく出入りする店で、私も十数年前に先輩に案内されて、珍しい料理
に感心したことを、思い出した。 （毎日新聞 1993 年 9 月 7 日）
　　（20）　衣類や布団など身の回りのものに加え、“商売道具”となるバットも持ち込んだが、その数が何
と 30 本。「まだ（木のバットは）慣れてないので、たくさん折るはずだから」という松井に、出迎
えた球団関係者は感心することしきり。「新人でこれだけ多くのバットを持ってきた選手は、過去
にないんじゃないか」と、大物新人の意識の高さに舌を巻いていた。
 （毎日新聞 1993 年 1 月 15 日）
『日本語基本動詞用法辞典』（大修館書店、1989）は、「感心する」について、「〈受身〉［直接］なし［間接］
これくらいの事に感心されてはかえって恥ずかしい」としているが、（21）、（22）は、直接受身だろう。
　　（21）　しかし「よく食べて、よく寝る子だった」（宮崎元監督）という野茂投手は、賢い青年だった。
周囲の評価とは関係なく、「野球が好き」という自分の気持ちを大切にし、できる範囲のことをや
りながら、小さな幸せを積み重ねていった。練習嫌いのように映るが、実際は高校近くの住民に「あ
の子、また走っている」と感心されるほど学校の周りを走って下半身をつくった。
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 （毎日新聞 2008 年 8 月 19 日）
　　（22）　1 泊の同級会。宿の部屋に入って、友人の服の下がほころんでいるのに気付いた。早速、級友の
針と糸を借りて直し、「あとで、ちゃんと縫い直してね」。その途端、部屋のみんなから「すごい！」
と感心された。 （毎日新聞 1998 年 6 月 13 日）
感心する側（「住民」、「みんな」）が、（21）ではニ格で、（22）ではカラ格で標示されている。
５．「共感（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「共感」を「他人の意見や感情を全くその通りだと感
じること」と記述している5）。
　　（23）　薬の常用はよくないと一大決心。これは、明るく楽しく大胆に便秘に挑戦した 1 年間をつづった
体験記だ。断食道場、整体、鍼灸（しんきゅう）、オイルマッサージ、漢方薬、内視鏡検査、腸洗浄、
温湿布、玄米食……とあらゆるものにチャレンジ。ついに、便秘を過去のものとする。「あはは」
と笑い、「そうそう」と共感し、「そこまでやるか」と感心しながら読み進めるうちに、健康な体を
作るために大切なことの知識が身についてくる。著者によるイラストも楽しい。
 （毎日新聞 1998 年 9 月 5 日）
「そうそう」と共感し、「そこまでやるか」と感心している。「気持ち」が、（24）ではニ格で標示されている
が、（25）ではヲ格で標示されている6）。
　　（24）　「殺人犯が得意気に舞台で歌ったりする姿を、ある種かっこいいと思う若者がいるとしましょう。
かつての私は若者の気持ちに共感する部分があった。今は殺された側に心を寄せます。表現方法を
突き詰めることは、きっと生死について正面から深く向き合うということなのでしょう」。
 （毎日新聞 2003 年 7 月 31 日）
　　（25）　「エイズ学習にはまず性教育をきちんと教え、コンドーム教育も不可欠」「エイズは単なるひとつ
の病気、感染者の気持ちを共感することから始めよう」――日本教育学会がこのほど東京都内で開
いたシンポジウム「エイズと教育」で、パネリストの教育者や医師からは、教育現場への注文が相
次いだ。 （毎日新聞 1993 年 8 月 31 日）
『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「まれに「主人公の思いを共感する」など他動詞の用法
も見られるが、「主人公の思いに共感する」（自動詞）が標準的」と述べている7）。この指摘はその通りであ
るが、（26）のような直接受身が可能という点で、「共感（する）」には他動詞的なところがあると思われる。
　　（26）　自分が伝えたいことを歌うのが歌手ならば、今のシステム化された時代に、自分の歌いたいこと
を歌っている歌手はどのくらいいるだろう。歌うことはビジネスの意味もあるのだから、大衆に共
感される内容であることも求められ、その矛盾が歌手を悩ませる。 （毎日新聞 1993 年 12 月 2 日）
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６．おわりに
　本稿は、「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の一部として、心を動かされることを表す漢語サ変
動詞の分析を試みた。『小学館日本語新辞典』（小学館、2005）は、「感心」、「感服」、「敬服」について、「こ
の三語は、ある行為などに深く感じる意をもつ点で共通」すると述べている。「感心（する）」の類義語であ
る「感服（する）」、「敬服（する）」も分析しなければならないが、手持ちの例が少ない。今後の課題とした
い。
　　（27）　さっそうと宙を切り、電線に止まったツバメ。新緑がまぶしい季節を迎えた日本に、また、帰っ
て来た。あの小さな体で海を渡り、飛んで来るツバメのバイタリティーに感服する。人間は文明を
持ち、飛躍的な進歩を遂げてはいるが、君たちのように自由に空を飛ぶことはできない（飛行機な
どに乗らずに）のにと、変に感心している私。 （毎日新聞 1998 年 4 月 24 日）
　　（28）　手数は 162 手。終了は日付が変わった 0 時 36 分。深夜まで緩むことのない指し手を続けたのだ。
57 歳の桜井の頑張りに、この将棋を並べた棋士は皆、感心し敬服したものである。
 （毎日新聞 1998 年 9 月 25 日）
注
1）「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の必要性については、小林（2005）を参照。
2）「また、その心持ち」という記述もある。
3）［ 1 ］、［ 2 ］では、ことが名詞節で表されている（［ 1 ］では「こと」、［ 2 ］では「の」が使われている）。
　　［ 1 ］最初の旅では、南米を無銭旅行みたいに歩き、チリとアルゼンチンのおいしいワインにも出会った。とくにチリの
メンドーサという町のワインは印象的で、「スペインの移民のもたらした文化が南アメリカに根付いているというこ
とに感銘し、ワインの素晴らしさを感じた」という。 （毎日新聞 1998 年 8 月 9 日）
　　［ 2 ］日本と戦った経験がなく、日本の経済発展を見て育った大統領が誕生した米国と日本は新たな関係の構築を迫られ
ている。巨額な日本の貿易黒字に対する米国のイラ立ちは、ともすると日本国内に嫌米感情を生んだりしている。
そんな時、書家の人たちが堂々と日本文化を伝えていたのにはとても感銘した。時差などものともせず、高齢の人
もタフだった。心、技、体を集中する訓練ができているせいだろうか。伝統に支えられた日本の文化を積極的にア
メリカ国民の前に披歴することがアメリカ人と本当に理解しあう道をつくるのではないかと感じた。
 （毎日新聞 1993 年 6 月 23 日）
4）［ 3 ］、［ 4 ］では、ことが名詞節で表されている（［ 3 ］では「こと」、［ 4 ］では「の」が使われている）。
　　［ 3 ］それでも、最近、各地に立派なコンサートホールが整ってきたことには感心している。「内装に温かみがあり、楽屋
が広い」サントリー・ホールがとりわけ気に入っている。 （毎日新聞 1993 年 1 月 29 日）
　　［ 4 ］山に囲まれたスクレは、まさに白い壁と赤、オレンジ色の屋根の街だった。18 世紀のスペイン統治時代そのままの
街並みを残し、街全体がユネスコの世界遺産に指定されている。憲法上の首都で人口は約 20 万人。「日本の京都み
たいな町。歴史と学生の町なんです。白い壁と屋根瓦の色は法で定められています」と日系 2 世のナカオ・ノリエ
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さん。街並みを美しく保つため、看板類もほとんどなく、街全体が静か。石畳の道路にゴミが落ちていないのに感
心する。 （毎日新聞 2003 年 3 月 6 日）
5）「また、その気持ち」という記述もある。
6）［ 5 ］では「不快感」が、［ 6 ］では「意気込み」がヲ格で標示されている。
　　［ 5 ］親が子の不快感を共感して、清涼感と安心感を与えることこそが、子の感性を育てる源のように思えるのですが、
老婆心でしょうか。 （毎日新聞 1998 年 10 月 21 日）
　　［ 6 ］その時、何かが背中を駆け抜けるのを感じた。初めてのラリー観戦。ラリーってこんなに面白いものなの？　鳥肌
が立った。三菱チームの果敢なチャレンジは、三菱ファンの私にとって血わき肉躍る光景だった。スピードと興奮
のみならず、楽しむことにも重点を置いた三菱の熱い意気込みを共感した。 （毎日新聞 2003 年 9 月 20 日）
7）［ 7 ］において、前者の「共感（する）」では、ト格で標示されている。
　　［ 7 ］自分が誰であってもいいからこそ、誰でもいい人物と共感する。今の若者は、地縁も血縁も意識せず、「自分が選べ
ないもの」をあきらめて受容するという経験が少ない。今は、「おれは誰でもいいんだ感」や「おれは何にでもなれ
るんだぞ感」が広く醸成されている。だから、その人たちの共感は、たとえばペンキ屋さんの息子がペンキ屋を継
ぐしかなかったから、似た境遇の家具屋さんの息子に共感するという感情とは違う。 （毎日新聞 2008 年 8 月 20 日）
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